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「ドン・アルバロの
特徴だったあの心の
平和を、わたしたち
にも与えてください
と彼に頼んでいま
す。」

「神に感謝、フランシスコ教
皇に感謝」--アルバロ・デ
ル・ポルティーリョ司教の列
福式発表にあたって行われた
インタビューで、オプス・デ
イのプレラートゥス、ハビエ
ル・エチェバリーア司教が語
る。
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セルジオ・モラ：エチェバリーア司
教さまは、アルバロ・デル・ポル
ティーリョ司教の列福式のニュース
をどのように受けとめていらっしゃ
いますか？

エチェバリーア司教: 深い喜びと、
神への感謝、そして聖なる教会をこ
よなく愛し教会に仕えたデル・ポル
ティーリョ司教の列福式を決定して
くださったフランシスコ教皇への感
謝の気持ちでいっぱいです。ドン・
アルバロを知る人たち、団らんのビ
デオを見た人たちは口を揃えて語っ
ています。ドン・アルバロは人々に
平和をもたらし、人々を神へと導い
ていったと。いま私は、ドン・アル
バロに頼んでいます。彼の特徴だっ
たあの心の平和を神が私たちにも与
えてくださるように、そしてこの列



福式が多くの人々をもっと主に近づ
ける機会となるようにしてください
と。

セルジオ・モラ：最初はローマで列
福式が行われるのではないかと言わ
れていましたが、どうしてマドリー
ドになったのですか？

エチェバリーア司教: 数ヶ月前、列
福式が近い将来行われることがはっ
きりしたとき、いくつかの可能性が
検討されました。最初はローマ中心
部の、サン・ピエトロ広場以外の適
当な場所を探しました。サン・ピエ
トロ広場は、ベネディクト16世教皇
の決定により、教皇が司式する列聖
式に限るとされたからです。しか
し、予想される参加者の数が増える
につれて、ローマ教区やローマ市当
局のご配慮にもかかわらず、当初計
画したように列福式をローマで行う
ことは難しいと思うようになりまし
た。



セルジオ・モラ：マドリード案はど
のようにして決まったのですか？

エチェバリーア司教： 列聖省はマド
リードで列福式を行なう案を適切と
認めてくれました。これは、オプ
ス・デイのプレラートゥスとして私
が提案していたものですが、マド
リードは福者となるドン・アルバロ
が生まれた町であり、しかも２０１
４年はドン・アルバロ生誕１００周
年にもあたるからです。

このニュースは今日公にされまし
た。教皇様が私たちの提案を受け入
れ、列福式は9月27日にマドリード
で行うと決定されたと教皇庁が発表
したからです。マドリードが選ばれ
たことによって、ドン・アルバロと
同郷の多くの人々が式に参加しやす
くなりました。今日の経済危機のも
とでは、イタリアまで出向くのは難
しかったでしょう。



マドリードは、ドン・アルバロが聖
ホセマリアと出会い、オプス・デイ
に加わり、司祭に叙階された町でも
あります。世界中の多くの人々に
とって、聖ホセマリアによって1928
年10月2日にマドリードで創立され
たオプス・デイ誕生のゆかりの地を
訪れる絶好の機会となるでしょう
し、マドリード在住の多数のメン
バーたちも世界各地からやってくる
人々の受け入れに喜んで協力してく
れるでしょう。

いくつかの情報筋からすでにこの
ニュースが流されてはいましたが、
私たちが教皇庁から認可を知らされ
たのはたった今のことです。そのこ
とははっきり申し上げておきたいと
思います。

セルジオ・モラ：ローマやイタリア
に住んでいる人たちはどうですか？

エチェバリーア司教：ローマはド
ン・アルバロの町ともいえるでしょ



う。ドン・アルバロはこの町で人生
の大半（1946〜1994年）を過ごしま
したし、この町でオプス・デイの牧
者としての仕事を果たしました。

それで、列福式後の数日間に、ロー
マで開催する行事を関係者たちと計
画しているところです。たとえば、
ドン・アルバロの遺骸はいまローマ
の平和の聖マリア属人区教会の地下
納骨室に安置されていますが、一時
的に聖エウジェニオ教会に移し、新
福者の前で祈りたいという人たち--
たくさんの人たちがそう願っている
に違いありません--の望みがかなう
ようにしたいと考えています。

また、列福式後の水曜日には、水曜
日恒例の教皇の一般謁見にも大勢の
信者が参列できるようにし、フラン
シスコ教皇に列福を感謝し、教皇と
の一致を表明する機会にしたいと
思っています。



セルジオ・モラ：アフリカでの社会
事業のための募金も計画されていま
すが、どういう趣旨でしょうか？

エチェバリーア司教：列福の知らせ
が届いたとき、すぐに思ったのが、
これを貧困に苦しんでいる人々を助
ける機会にもしたいということでし
た。

具体的には、列福式参加者一人ひと
りに、小さな犠牲として、アフリカ
で行われている４つの社会事業を支
援するための募金に協力するよう呼
びかけたいと考えています。この事
業は、そもそもデル・ポルティー
リョ司教自身の提唱によって誕生し
た事業です。聖ホセマリアの列聖を
機に創設されたNGO「ハランベー」
にも協力を要請しました。アフリカ
の人々の教育と貧困根絶のための事
業を推進・強化することを目指して
います。この「プレゼント」を、ド



ン・アルバロはきっと天国で喜んで
くれるに違いないでしょう。

セルジオ・モラ（ゼニット）
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